
全
日
本
年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
は
９
月
２
、

３
日
、
嵐
山
に
あ
る
国
立
女
性
教
育
会
館
で
、
第

26
回
目
の
全
県
支
部
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
は
各
支
部
の
活
動
を
交
流
し
今
後
の
支
部

活
動
、
特
に
秋
の
仲
間
増
や
し
の
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
標
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は

県
下
各
地
か
ら
約
１
０
０
名
の
組
合
員
が
参
加
し
、

越
谷
支
部
か
ら
は
10
班
の
不
破
千
代
江
さ
ん
と
２

班
の
吉
田
正
美
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
１
日
目
、
宇
佐
美
県
本
部
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
年
金
者
組
合
中
央
本
部
書
記
長
に
よ
る

年
金
制
度
の
改
善
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
の
講

演
、
午
後
の
分
散
会
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
２
班
・
吉
田
正
美
）

第
１
日
目
午
後
の
分
散
会
は
５
会
場
に
分
か
れ
、

22
支
部
が
報
告
、
交
流
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
今
日
の
お
土
産
は
、
元
気
！
生
き

い
き
支
部
活
動
」
で
す
。
７
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
定
期
大
会
で
出
さ
れ
た
支
部
活
動
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
「
財
政
問
題
、
の
担
い
手
、
世
代
交
代
、

自
治
体
交
渉
」
が
統
一
課
題
で
し
た
。

私
が
参
加
し
た
分
散
会
で
は
役
員
の
担
い
手
、

世
代
交
代
、
自
治
体
交
渉
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
報

告
が
活
発
に
さ
れ
ま
し
た
。

❶
自
治
体
交
渉
で
は
越
生
支
部
か
ら
、
補
聴
器

補
助
金
制
度
で
４
万
円
を
所
得
制
限
な
し
で
勝
ち

取
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
は
各
会
派
に
手
紙
を
出
し
、

全
会
派
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
成
果
に
つ
な
が
っ

た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

❷
世
代
交
代
で
は
ど
の
支
部
も
高
齢
者
の
役
員

が
多
く
、
80
歳
台
は
ざ
ら
で
、
90
歳
台
の
支
部
長

が
何
支
部
か
あ
り
ま
し
た
。

役
員
に
な
っ
て
一
年
目
で
支
部
長
代
行
、
会
計

を
担
っ
て
い
る
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
複
数
人
で
分
担
し
、
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
受
け
継
が
な
け
れ
ば
と
、
今
後

の
方
向
性
を
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

❸
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
各
支
部
か
ら
の
現
状
、

作
る
方
法
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
活
用
す
れ
ば
、
仲

間
増
や
し
に
も
繋
が
る
等
、
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。

越
谷
支
部
も
「
楽
し
み
７
部
、
活
動
３
部
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
る
よ

う
す
を
報
告
し
ま
し
た
。
各
支
部
の
苦
労
、
経
験

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
10
班
・
不
破
千
代
江
）

９
月
12
日
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
年
金
裁
判

埼
玉
事
案
に
つ
い
て
、
減
額
は
合
憲
と
の
上
告
棄

却
の
不
当
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
22
事
案
と
同
様
な
判
決
で
す
。

傍
聴
に
は
70
人
が
詰
め
か
け
、
抽
選
の
結
果
30

人
が
入
廷
し
ま
し
た
。
最
高
裁
が
法
の
番
人
と
し

て
の
役
割
を
放
棄
し
た
と
の
抗
議
声
明
を
全
国
弁

護
団
、
中
央
本
部
が
発
表
し
ま
し
た
。
（
宇
佐
美
）
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「
き
た
み
草
」
句
会
か
ら
の
投
稿

ロ
ボ
ッ
ト
の
手
を
借
り
収
穫

捨
案
山
子

飛
山
ま
す
み

大
風
の
神
維
新
万
博
吹
き
飛
せ

か

ぜ

石
山
博

炎
天
の
工
夫
ガ
ブ
リ
と
の
ど
仏

こ

う

ふ

山
城
葉
光

戦
は
愚
託
宣
の
ご
と
生
身
魂

広
瀬
久
雄

朝
の
水
宇
宙
の
秋
を
の
ぞ
き
込
む

山
田

夢
子

緋
の
蹴
出
し
く
の
字
に
ゆ
れ
る

阿
波
踊

金
子
ま
さ
江

人
殺
す
誰
で
も
よ
か
っ
た
た
だ
暑
い

望
月
た
け
し

「
き
た
み
草
」
句
会
、
次
回
は
10
月
12
日
（
土
）

10
時
よ
り
、
北
越
谷
公
民
館
で
す

連
絡
先
：
広
瀬(

９
７
４)

４
６
２
８

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
２
木
曜
日

日
時
：
10
月
10
日
（
木
）
12
時
～
15
時

会
場
：
「
シ
テ
ィ
ペ
ア
」
越
谷
駅
東
口
徒
歩
１
分

会
費
：
８
０
０
円

連
絡
先
：
吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
南
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
３
水
曜
日

日
時
：
10
月
16
日
（
水
）
13
時
～
16
時

会
場
：
蒲
生
茜
町
ス
ナ
ッ
ク
「
エ
ア
ポ
ー
ト
」

会
費
：
１
，
５
０
０
円(

飲
み
放
題
＋
お
つ
ま
み)

連
絡
先
：
飯
田
０
９
０
（
２
３
１
５
）
６
８
４
６

【
北
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
４
火
曜
日

日
時
：
10
月
22
日
（
火
）
13
時
～

会
場
：
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
ベ
ス
ト
10
せ
ん
げ
ん
台
店

会
費
：
５
０
０
円

連
絡
先
：
足
立

０
８
０(

４
９
３
０)

３
５
７
９

【
ス
マ
ホ
＆
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時
：
10
月
11
日
、18
日(

金)

13
時
半
～

（

10
月
は
都
合
に
よ
り
日
程
変
速

）

会
場
：
越
労
連
事
務
所
会
費

無
料

連
絡
先
：
五
十
嵐

０
９
０(

７
８
１
０)

１
３
４
８

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
１
回
、
３
ゲ
ー
ム

日
時
：
10
月
26
日(

土
）

会
場
：
「
松
原
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
」
、
14
時

会
費
：
実
費

連
絡
先
：
舟
山(

９
８
５)

１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時
：

毎
週
火
曜
日

８
時
半
～
12
時

会
場
：
「
南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

会
費
：
無
料

連
絡
先
：
吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
踊
り
の
会
】
毎
月
第
２
金
曜
日

日
時
：

10
月
11
日(

金)

10
時
半
～
12
時

会
場
：
「
け
や
き
荘
」
（
集
会
室
）

会
費
：
無
料

連
絡
先
：
小
林
０
９
０(

７
２
２
４)

３
０
１
０

「

今
日
の
お
土
産
は
、
元
気
！

」

全
県
支
部
交
流
集
会
に
参
加

第
74
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
の
ご
案
内

日
時

10
月
２
日
（
水
）

９
時

南
越
谷
駅
前

行
先

越
谷
市
場
か
ら
ひ
の
き
荘
へ

☆
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ
い

「
合
同
慰
霊
祭
」の
ご
案
内

日
時

10
月
20
日
（
日
）
10
時

会
場

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
流
山
聖
地

年
金
者
組
合
・
埼
玉
東
部
地
域

共
同
墓
所
前

最
高
裁

埼
玉
事
案
の
上
告
棄
却

（
一
面
「
点
睛
」
の
続
き
）

最
近
お
孫
さ
ん
の
一
人
が
病
魔
に
見
入
ら
れ
、

入
院
を
し
た
病
院
か
ら
お
母
さ
ん
に
添
い
寝
し

て
看
護
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
老
婦
人
が
も
う
一
人
の
お
孫
さ
ん
の
面
倒

を
看
る
こ
と
で
な
ん
と
か
凌
い
で
無
事
、
退
院

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
そ
ん

な
時
、
公
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
の
か
、

そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
自
分
は
何
の
力
に
も

な
れ
な
い
無
力
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

男
女
格
差
の
大
き
い
日
本
で
は
、
女
性
の
経

済
的
な
自
立
を
阻
害
し
、
男
性
の
扶
養
に
入
れ

な
い
（
ま
た
は
入
ら
な
い
）
単
身
女
性
の
貧
困

を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難
に

直
面
し
て
い
る
が
、
必
死
に
生
き
て
い
る
多
く

の
方
々
が
い
る
事
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
年
金
問
題

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
問
題
、
困
り

ご
と
の
相
談
に
の
り
、
解
決
の
一
助
に
な
り
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
私
に
は
情
熱
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
知
恵
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
。
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
一
人
で
も
多
く
の

困
難
な
ヒ
ト
の
力
に
な
り
た
い
。
た
だ
そ
の
一

念
の
み
で
す
。
ど
う
か
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、

賜
り
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
班
・
高
橋
三
郎
）

各
支
部
の
苦
労
、
経
験
を
知
る


